
２
０
２
０
年
国
連
子
ど
も
の
権

利
委
員
会
で
「
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
症
に
関
す
る
声
明
」
が
出
さ
れ
た
。

子
ど
も
た
ち
の
文
化
的
・
芸
術
的
活
動

を
大
切
に
す
る
こ
と
、
学
び
の
保
障
、

栄
養
の
あ
る
食
事
を
確
保
す
る
こ
と
、

子
ど
も
の
意
見
を
聞
く
こ
と
な
ど
11
項

目
に
つ
い
て
提
案
が
出
さ
れ
た
。
多
く

の
制
限
が
出
さ
れ
た
子
ど
も
た
ち
は
、

受
け
入
れ
る
し
か
な
く
、
多
く
の
楽
し

み
を
奪
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。
子
ど
も
た

ち
の
声
を
聴
き
、
子
ど
も
た
ち
の
権
利

を
保
障
す
る
取
り
組
み
が
い
ま
求
め
ら

れ
て
い
る
。

　

２
０
１
０
年
４
月
「
幕
別
町
子
ど
も

の
権
利
に
関
す
る
条
例
」
が
制
定
さ
れ

て
12
年
が
経
つ
。
第
２
章
「
子
ど
も
に

と
っ
て
大
切
な
権
利
」
第
３
章
「
子
ど

も
の
権
利
を
保
障
す
る
大
人
の
責
務
」

で
は
、
子
ど
も
の
生
き
る
権
利
の
保
障
、

育
つ
環
境
の
保
全
等
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

子
ど
も
の
声
を
聴
き
、
活
か
す
ま
ち

づ
く
り
、
こ
れ
ま
で
の
そ
し
て
今
後
の

町
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

⑴
子
ど
も
の
権
利
に
関
す
る
条
例
に
沿

っ
た
取
り
組
み
状
況
は
。
ま
た
子
ど
も

の
声
は
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
て
き
た

の
か
。

⑵
子
ど
も
た
ち
が
ま
ち
づ
く
り
に
参
加

で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
の
考
え
は
。

⑶
学
校
の
校
則
が
全
国
的
に
問
題
に
な

っ
て
い
る
が
、
本
町
で
の
現
状
は
。

 

町　

長 

⑴
条
例
で
規
定
し
て
い
る
５
つ
の
施
策

に
つ
い
て
、
一
つ
目
「
子
ど
も
の
育
ち

の
支
援
」
で
は
、
保
育
所
等
へ
の
空
調

設
備
の
設
置
等
の
環
境
づ
く
り
や
埼
玉

県
上
尾
市
等
の
相
互
交
流
に
よ
る
人
材

育
成
、
地
域
や
自
然
を
生
か
し
た
総
合

的
な
学
習
の
実
施
を
行
っ
た
。
二
つ
目

「
子
育
て
家
庭
の
支
援
」
で
は
、
子
育

て
世
帯
の
交
流
場
所
の
提
供
、
一
時
保

育
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

事
業
に
よ
る
支
援
の
実
施
。
三
つ
目
「
子

ど
も
参
画
の
促
進
」
で
は
、
ナ
ウ
マ
ン

公
園
大
型
遊
具
の
設
置
に
は
子
ど
も
た

ち
が
提
案
し
た
遊
具
等
の
選
定
が
実
現

や
、
明
野
ケ
丘
公
園
再
整
備
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
に
お
い
て
、
小
学
生
チ
ー
ム
が

作
成
し
た
成
果
が
絵
本
に
な
っ
た
な
ど

参
画
し
て
い
る
。
四
つ
目
「
子
ど
も
の

権
利
の
普
及
」
で
は
、
子
ど
も
の
権
利

絵
画
コ
ン
テ
ス
ト
の
実
施
、
道
徳
、
社

会
科
や
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
な
ど
で
子
ど
も

の
権
利
に
つ
い
て
考
え
る
時
間
を
設
け

る
な
ど
、
子
ど
も
自
ら
が
子
ど
も
権
利

に
関
し
興
味
を
持
ち
、
理
解
を
深
め
れ

る
よ
う
努
め
て
い
る
。
五
つ
目
「
虐
待
、

体
罰
、
い
じ
め
等
か
ら
の
救
済
等
」
で

は
、
子
ど
も
の
虐
待
防
止
シ
ン
ボ
ル
マ

ー
ク
で
あ
る
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
運
動
の

推
進
や
、
年
２
回
の
い
じ
め
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
、
年
３
回
各
学
校
で
実
施
す
る

い
じ
め
の
問
題
へ
の
対
応
状
況
調
査
に

よ
り
実
態
把
握
に
務
め
、
子
ど
も
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

を
配
置
す
る
な
ど
虐
待
や
い
じ
め
防
止

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

⑵
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
や
子
ど
も

向
け
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
を
し
て
い
る
。

今
後
、
「
幕
別
町
地
球
温
暖
化
対
策
実

行
計
画
」
策
定
時
に
、
２
０
５
０
年
の

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
社
会
を
中
心
的
に
担
う

子
ど
も
た
ち
か
ら
意
見
聴
取
を
予
定
し

て
い
る
ほ
か
、
可
能
な
限
り
子
ど
も
た

ち
が
参
加
し
意
見
表
明
が
で
き
る
場
の

設
定
に
努
め
る
。

 

教
育
長 

⑶
各
小
中
学
校
で
は
、
校
則
の
随
時
見

直
し
の
ほ
か
、
年
度
替
わ
り
に
点
検
を

行
っ
て
い
る
。
校
則
の
内
容
や
校
則
に

基
づ
く
指
導
に
つ
い
て
、
児
童
生
徒
や

保
護
者
か
ら
の
相
談
や
意
見
な
ど
も
な

く
、
最
近
の
見
直
し
の
事
例
は
な
か
っ

た
と
確
認
し
て
い
る
。

　

校
則
の
内
容
に
つ
い
て
、
児
童
生
徒

の
実
情
、
保
護
者
の
考
え
方
、
地
域
の

状
況
な
ど
に
応
じ
て
、
適
宜
、
見
直
し

に
取
り
組
む
こ
と
や
、
校
則
に
基
づ
く

指
導
に
関
し
て
、
校
則
を
自
分
の
も
の

と
し
て
と
ら
え
、
自
主
的
に
守
る
よ
う

に
す
る
な
ど
、
引
き
続
き
小
中
学
校
へ

の
指
導
に
努
め
る
。

答問
新
た
な
計
画
を
策
定
す
る
際
、
子
ど
も
た
ち
の
意
見

を
取
り
入
れ
て
い
る

コ
ロ
ナ
禍
で
も
子
ど
も
の
権
利
条
例
が
生
か
さ
れ
て

き
た
の
か
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 荒　貴賀 議員
（日本共産党
幕別町議員団）

『幕別町子どもの権利に関する条例』前文（一部を抜粋）

　子どもは、生まれながらにして一人ひとりがかけがえのない存
在です。
　子どもは、生まれたときから学び育つ力を持ち、未来への可能
性が開かれています。
　子どもは、周りの人に大切にされ、愛され、信頼されることによっ
て、自分に自信を持ち、安心して健やかに育つことができます。
　子どもは、子どもの持つ権利が保障される中で、その権利を正
しく学び、自分の意思を自由に表明し、自分にかかわることに参
加することができます。
　（略）
　未来をつくる子どものしあわせなまちの実現を図るため、この
条例を制定します。


